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１  �

序
論

　

21
世
紀
に
な
っ
て
、
世
界
の
茶
栽
培

地
域
や
茶
生
産
は
増
加
し
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
茶
の
栽
培
地

域
や
生
産
量
は
次
第
に
減
少
し
て

お
り
、
高
齢
化
と
他
の
飲
料
と
の
競

争
の
中
で
伝
統
的
な
茶
の
消
費
が
衰

退
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
小
規
模
茶
生
産
者

に
は
打
撃
で
あ
り
、
第
３
章
で
は
奈

良
の
田
原
地
区
の
大
和
茶
農
家
の
例

を
取
り
上
げ
た
。
田
原
地
区
で
は
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
促
進
さ
れ
、
茶

産
業
に
直
結
す
る
地
域
経
済
の
再
生

を
目
指
し
て
、
観
光
商
品
と
し
て
茶

文
化
が
商
品
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、

茶
の
空
間
や
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
茶

の
産
物
と
サ
ー
ビ
ス
や
茶
に
関
連
し
た

体
験
な
ど
の
様
々
な
形
の
商
品
に
な
っ

て
い
る
。
衰
退
す
る
日
本
の
茶
生
産
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
、
韓
国
の
花
開
面
の
河
東
伝
統
農
法
、
そ

し
て
日
本
の
静
岡
の
茶
草
場
農
法
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
形
態
の
方
法
論
は
、

日
本
の
茶
の
小
規
模
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
持
続
可
能
性
を
実

現
す
る
開
発
方
法
の
実
践
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

方
法
論
を
取
り
入
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
最
後
に
静
岡
の
衰
退
し

て
い
た
茶
産
地
の
梅
ヶ
島
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

に
取
り
上
げ
る
考
え
方
は
、
持
続
可
能
な
開
発
に
つ
い
て
の
議
論

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

２  �

観
光
に
お
け
る
茶
文
化
の
商
品
化
と
持
続
可
能
な
開
発

　

第
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ル
ー
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
４
要
素
か
ら
な

る
茶
文
化
は
観
光
商
品
に
変
換
さ
れ
る
が
、
４
要
素
と
は
茶
の
空

間
、
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
茶
の
産
物
と
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
茶
に

関
連
し
た
体
験
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
形
で

価
値
づ
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
が
主
な
産
業
で
あ
る
農
村
組
織

を
再
生
し
持
続
す
る
実
践
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
年
ア
ジ

ェン
ダ
、
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）
を
支
持
し

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
に
よ
る
茶
文
化
の
利
用
に

関
す
る
様
々
な
手
法
を
、
ア
ジ
ア
各
国
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
導

き
出
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
C
B
T
）
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
都
市
と
農
村
交
流
に
つ
い
て
は
、
日
本

の
田
原
地
区
で
詳
説
し
た
。
C
B
T
の
形
式
に
よ
る
地
域
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
の
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
の
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
例
が
あ
る
。
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
の
茶

産
物
と
茶
生
産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
イ
メ
ー
ジ
戦

略
に
つ
い
て
も
、
タ
イ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ド
イ
・
チ
ャ
ー
ン
茶
有

機
茶
農
園
や
フ
ェ
イ
・
ナ
ム
・
グ
ー
ン
村
を
取
り
上
げ
た
。
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
い
く
つ
か
の
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
示
し
た
が
、
茶
の
遺
産
施
設
の
ジ
ェン
ト
リ
フ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
を
取
り
上
げ

た
。
他
方
、
日
本
の
宇
治
で
は
茶
料
理
の
商
品
化
に
よ
る
食
品
の

ジ
ェン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
が
適
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ヘ

リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
形
態
で

あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
流
れ
と
融
合
し
て
お
り
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
の
世
界
農
業
遺
産
（
G
I
A
H
S
）
に
登
録
さ
れ
た
伝
統

的
茶
生
産
地
域
に
見
ら
れ
、
中
国
の
雲
南
プ
ー
ア
ル
茶
や
福
建
省

て
い
る
。
今
後
15
年
間
で
、
参
加
各
国
は
経
済
発
展
の
成
果
に
よ

り
貧
困
と
飢
餓
を
撲
滅
す
る
努
力
を
実
践
に
移
す
。
世
界
各
国

は
幅
広
い
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
は

教
育
、
健
康
、
職
業
の
創
出
、
気
候
変
動
に
対
す
る
社
会
と
環
境

の
保
全
、不
平
等
の
是
正
、平
和
の
促
進
が
含
ま
れ
て
い
る（
図
１
）。

　

こ
れ
ら
の
目
標

に
関
し
て
、
観
光

は
持
続
可
能
な

開
発
を
達
成
す

る
手
段
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

２
０
３
０
年
ア
ジ

ェ
ン
ダ
は
、
革
新

的
な
方
法
論
を

推
進
す
る
こ
と

で
人
々
が
創
造

的
に
考
え
る
こ

と
を
促
す
。
こ
れ

ま
で
の
章
で
述
べ

て
き
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

図１　17の持続可能な開発目標（SDGｓ）
https://www.sdgs-japan.net/sdgs
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ム
の
方
法
論
は
、
S
D
G
ｓ
に
貢
献
す
る
よ
う
な
形
で
観
光
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
枠
組
み
を
示
し
て
い
る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
の
認
識
を
高
め
る
に
あ
た
っ
て
、
17
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）
は
「
５
つ
の
P
」
に
集
約

で
き
、
英
語
の
Peo
p
l
e
、P
e
ace
、P
a
r
tn
e
r
s
h
i
p
、

P
l
a
n
e
t
、
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
の
頭
文
字
で
あ
る
。

P
e
o
p
l
e　

住
民
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
客

の
要
望
に
応
え
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
利
益
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

P
e
a
c
e　

平
和
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
対
立
や
社

会
的
緊
張
を
避
け
、
地
域
住
民
の
包
括
的
な
参
加
に
よ
っ
て
そ
の

解
決
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p　

協
力
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
協
力
関
係
の
構
築
に
寄
与
し
、
観
光
客
に
異
文
化
学
習
を
促

進
す
る
場
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

P
l
a
n
e
t　

地
球
環
境
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
環

境
へ
の
負
荷
を
削
減
し
、
生
物
多
様
性
の
保
護
に
寄
与
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

P
r
o
s
p
e
r
i
t
y　

繁
栄
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
地
域
住
民
の
社
会
的
経
済
的
利
益
を
増
加
さ
せ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
茶
文
化
の
商
品
化
に
基
づ
く
観
光
開
発
は
「
５

つ
の
P
」
が
統
合
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
様
々
な
方
法
を
静
岡
の
梅
ヶ
島
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
茶
文
化

が
持
続
可
能
な
開
発
目
標
達
成
の
た
め
の
革
新
的
な
方
法
論
に

な
る
こ
と
を
示
す
。

３  �

日
本
の
衰
退
し
て
い
た
茶
生
産
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お

け
る
観
光
：
静
岡
の
梅
ヶ
島
の
ケ
ー
ス

　

梅
ヶ
島
は
静
岡
市
に
あ
る
美
し
い
高
地
の
茶
産
地
で
、
安
倍
川

の
源
流
が
あ
り
、
１
５
７
戸
３
９
０
人
の
規
模
で
あ
る
。
１
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
高
地
な
の
で
、
澄
ん
だ
水
と
豊
か
な
土
壌
、
そ
し
て

茶
栽
培
に
適
し
た
気
候
で
あ
る
。
高
品
質
な
茶
は
、
短
い
日
照

時
間
、
昼
夜
の
大
き
な
寒
暖
差
、
濃
い
霧
な
ど
の
自
然
条
件
が

寄
与
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
生
産
さ
れ
る
茶
は
渋
み

と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
梅
ヶ
島
緑
茶
特
有
の
豊
潤
な
香
り

が
す
る
。
ま
た
、
こ
の
村
で
は
紅
茶
も
生
産
さ
れ
、
特
産
物
に
な

っ
て
い
る
。

　

美
味
し
い
茶
だ
け
で
な
く
、
梅
ヶ
島
は
ワ
サ
ビ
の
産
地
で
も
あ

り
、
静
岡
県
の
名
産
地
の
一つ
に
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
温

泉
で
有
名
で
、
金
堀
衆
と
呼
ば
れ
た
金
山
の
鉱
夫
が
使
っ
て
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
あ
る
。「
梅
ヶ
島
く
ら
ぶ
」
は
茶

の
消
費
の
モ
ダ
ン
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
紅
茶
の
価
値
に
テ
コ
入

れ
し
て
き
た
。
梅
ヶ
島
チ
ャ
イ
は
紅
茶
シ
ロ
ッ
プ
の
炭
酸
割
に
用
い

た
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
使
っ
た
り
す
る
が
、
村
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
新
製
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

村
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ア
グ
リ
・
グ
リ
ー
ン
エ

コ
ツ
ア
ー
ズ
が
運
営
し
て
い
て
、
２
０
１
７
年
以
来
「
隠
れ
茶
を
守

る
会
」
代
表
メ
ン
バ
ー
の
齋
藤
雅
子
さ
ん
が
運
営
し
て
い
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
自
体
は
非
公
式
に
は
会
社
設
立
の
数
年
前
か
ら
始
ま
っ
て

い
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
都
市
農
村
交
流
の
持

続
可
能
な
方
法
論
に
よ
っ
て
実
現
す
る
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
い

る
。
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
都
市
部
か
ら
の
観
光
客
で
、
茶
文
化

に
興
味
が
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
茶
生
産
に
協
力
す
る
中
で
茶

の
様
々
な
側
面
を
学
習
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
の
10
月
13
日
〜
14
日
に
行
わ
れ
た
秋
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
っ
た
が
、一
泊
二
日
の
ツ
ア
ー
で
村
で
の
体
験
学
習
や
観
光
を

楽
し
ん
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
有
機
茶
の
茶
摘
み
、
紅
茶

の
生
産
過
程
の
学
習
、
生
茶
葉
揉
み
、
茶
畑
の
環
境
保
持
の
た
め

に
農
園
の
周
り
に
自
生
す
る
蔦
を
取
り
除
い
て
籠
に
編
ん
だ
り
、

滝
ま
で
の
林
間
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
り
、
地
元
の
食
材
で
伝
統

的
な
弁
当
を
作
っ
た
り
、
景
色
の
い
い
場
所
の
空
き
家
に
な
っ
た
茶

が
、
金
山
の
利
権
が
終
わ
り
、
近
隣
の
温
泉
と
の
競
争
や
継
承
者

の
不
足
な
ど
も
あ
っ
て
、
旅
館
形
態
の
温
泉
関
連
観
光
業
は
ワ
サ

ビ
や
茶
と
同
様
、
衰
退
し
て
き
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
農
家
を
活
性
化
す
る
に
は
、
地
域
の
再
生
に

向
け
た
観
光
戦
略
を
練
り
直
す
必
要
が
あ
る
。
茶
に
焦
点
を
当

て
て
、茶
の
生
産
者
と
製
造
業
者
が
こ
の
問
題
に
挑
ん
で
お
り
、「
隠

れ
茶
を
守
る
会
」
と
「
梅
ヶ
島
く
ら
ぶ
」
が
活
動
し
て
い
る
。「
隠

れ
茶
を
守
る
会
」
は
２
０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
、
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、
茶
産
業
と
美
的
景
観
と
山
村
の
生
活
形
態
を

結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
農
園
で
の
化
学
物
質
の
使

用
を
禁
止
し
て
、
緑
茶
や

紅
茶
の
た
め
の
安
全
な
原

料
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
で
、
農

家
の
経
済
的
自
律
と
後
継

者
へ
の
知
識
の
継
承
を
目
指

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
例

え
ば
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
体
験
の
た
め
に
放
棄
さ
れ

た
茶
園
が
再
生
さ
れ
、
５

月
末
に
行
わ
れ
る
茶
摘
み
の

図２　梅ヶ島チャイシロップ
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農
家
で
ラ
ン
チ

を
食
べ
た
り
、

参
加
者
と
茶
体

験
を
共
有
し
た

り
す
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
（
図

３
）。

　

こ
れ
ら
の
体

験
は
ル
ー
ラ
リ
テ

ィ
ー
の
４
要
素

に
含
ま
れ
る
茶

文
化
の
商
品
化

を
包
含
し
て
い

る
。
茶
園
は
茶
摘
み
の
都
市
住
民
の
実
演
の
場
と
し
て
、
茶
の

空
間
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
茶
産
業
に
関
連
し
た
紅
茶
工
場
や

茶
農
家
の
古
民
家
は
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
し
て
定
義
さ
れ
、
茶

工
場
で
の
茶
生
産
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
茶
農
家
で
の
ピ
ク
ニッ
ク
ラ
ン

チ
の
場
と
し
て
商
品
化
さ
れ
る
。
茶
の
空
間
や
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

ー
で
の
体
験
は
そ
の
他
の
２
要
素
を
構
成
し
て
お
り
、
体
験
学
習

は
茶
の
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
を
即
し
、
茶
に
関
連
し
た
体
験

に
興
味
を
持
っ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
に
も
結
び
付
く
。

４  �

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
に
よ
る
茶
文
化

の
商
品
化
を
梅
ヶ
島
に
適
用
す
る

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
梅
ヶ
島
の
温
泉
観
光
は
茶
産

業
同
様
に
衰
退
し
て
き
た
が
、
茶
農
家
の
グ
ル
ー
プ
が
観
光
の
再

生
と
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
っ
て
き
た
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
長
年
取
り
組
ま
れ
た
戦
略
だ
が
、
農
家
の
活
性
化
は
期

待
通
り
で
は
な
く
、
温
泉
観
光
も
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
は
で

き
て
い
な
い
。
再
生
に
は
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
集
団
の
再
考
が

先
決
事
項
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
的
地
と
し

て
訴
求
す
る
に
は
、
海
外
か
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
日
本
の
茶
や
温
泉

と
い
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
ア
ロ

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ス
ト
に
訴
求
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
都
市
農
村
交
流
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
こ
の

場
合
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
都
市
住
民
で
あ
り
、
茶
農
家
が

農
村
を
代
表
す
る
交
流
体
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
開
発
戦
略

は
革
新
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
都
市
農
村
交
流
観
光
戦
略
と
し
て

「
美
食
茶
ト
レ
イ
ル
」
で
静
岡
市
内
か
ら
梅
ヶ
島
地
域
を
結
ぶ
試

み
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
静
岡
市
内
の

茶
レ
ス
ト
ラ
ン
や
茶
カ
フ
ェ
で
提
供
さ
れ
る
お
茶
漬
け
や
茶
デ
ザ
ー

ト
な
ど
の
茶
に
関
連
し
た
食
品
が
、
外
国
人
観
光
客
が
茶
の
食

材
の
原
産
地
の
体
験
を
求
め
て
梅
ヶ
島
地
域
を
訪
れ
る
き
っ
か
け

に
参
加
し
、
観
光
か
ら
得
る
収
入
や
利
益
は
、
地
域
の
全
て
の
家

庭
に
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
C
B
T
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

第
５
章
の
タ
イ
の
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
し
、
C
B
T
を
支
え
る
観
光

業
務
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
な
く
し
て
は
維
持
で
き

ず
、
C
B
T
の
方
法
論
の
成
功
の
鍵
と
な
る
。
温
泉
観
光
地
と
し

て
の
地
域
を
再
生
す
る
に
は
、「
隠
れ
茶
」
の
よ
う
な
特
産
物
を

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
茶
と
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
り
、
図
４

の
観
光
地
図
に
も
あ
る
よ
う
に
、
梅
ヶ
島
茶
の
情
報
は
地
図
上
に

茶
の
サ
イ
ト
と
温
泉
と
を
結
び
つ
け
る
マ
ー
ク
と
し
て
示
さ
れ
る
べ

き
で
、
茶
畑
や
紅
茶
工
場
や
茶
の
製
品
な
ど
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

観
光
客
は
情
報
を
得
、
ア
ク
セ
ス
の
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

５  �

本
の
茶
生
産
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
：
結
論
と
議
論

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
に
よ
る
茶
文
化
の
商
品

化
を
梅
ヶ
島
に
適
用
し
た
ケ
ー
ス
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
「
５

つ
の
P
」
を
保
持
し
て
い
る
。
第
１
の
P
と
第
２
の
P
と
し
て
、

住
民
（
P
e
o
p
l
e
）
と
平
和
（
P
e
a
c
e
）
は
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
茶
文
化
の
商
品
化
に
見
ら
れ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
概
念
を
構
成
す
る
外
国
人
観
光
客
と
茶
農
家
の
交
流
は
異
文

に
な
る
。「
梅
ヶ
島
く
ら
ぶ
」
の
梅
ヶ
島
チ
ャ
イ
紅
茶
シ
ロ
ッ
プ
は
、

こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
と
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
の

刷
新
に
寄
与
す
る
可
能
性
の
あ
る
例
で
あ
る
。「
茶
温
泉
」
と
し

て
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、
温
泉
で
の
茶
文
化
の
体
験
や
茶
の

産
物
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
茶
の
料
理
や
茶
オ
イ
ル
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
茶

の
香
り
の
サ
ウ
ナ
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
で
、
外
国
人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
都
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
茶
産
地
の
地
域
へ
茶
文
化
を

繋
ぐ
考
え
方
は
、
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
C
B
T
）
の
形
で

運
営
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
観

光
業
務
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー

全
員
に
帰
属
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の

方
針
だ
と
、
住
民

は
茶
産
業
の
副
業

と
し
て
観
光
開
発

図３　梅ヶ島での茶文化の商品化に基づく
グリーンツーリズムの体験図４　梅ヶ島温泉郷を広報する観光地図
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化
の
人
々
の
相
互
理
解
に
よ
る
平
和
を
も
た
ら
す
。

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
C
B
T
）
の
経
営

概
念
に
基
づ
い
て
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
協
力
者
と
し
て
の
農
家
の
能

力
を
高
め
る
こ
と
で
、
茶
を
通
じ
て
の
異
文
化
学
習
の
促
進
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
C
B
T
で
は
、
観
光
収
入
と
利

益
を
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
構
成
員
全
て
に
合
理
的
に
分
配
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
観
光
と
茶
産
業
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
維
持

を
可
能
に
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
第
３
の
P
と
し
て
の
協
力

（
P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
）
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

第
４
の
P
と
し
て
の
地
球
環
境
（
P
l
a
n
e
t
）
に
は
、
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に
よ
る
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
が
寄
与
し
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
じ
て
茶
の
健
康
効
果
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
茶

産
業
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
は
、
伝
統
的
農

法
で
自
然
茶
栽
培
を
す
る
と
い
う
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
協
力
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ

の
観
光
形
態
の
重
複
す
る
部
分
は
環
境
保
護
の
政
策
に
繋
が
る
も

の
で
あ
り
、
地
球
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
４
形
態
の
統
合
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
論
の
多
様
性
は
、「
５
つ
の
P
」
の
最
後
の
P
と
し
て
繁
栄

（
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
）
の
達
成
を
も
た
ら
す
。
茶
生
産
コ
ミ

ュニ
テ
ィ
ー
再
生
の
究
極
の
目
的
は
、
地
域
住
民
へ
の
社
会
的
経
済

的
利
益
に
焦
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
ｓ
）
の
中
核
で
あ
る
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
や
健
康
と
福

祉
、
働
き
が
い
の
促
進
に
よ
る
繁
栄
の
持
続
を
意
味
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
に
よ
る
観
光

開
発
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
は
、
繁
栄
を
も
た
ら

す
挑
戦
な
の
で
あ
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
は
日
本
の
衰
退
し
た
茶
生

産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化
す
る
た
め
の
方
法
論
に
な
る
が
、
そ

の
複
雑
さ
や
設
計
の
稚
拙
さ
に
よ
る
失
敗
の
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
各
章
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
形
態
に
よ
る

茶
文
化
の
価
値
づ
け
に
関
す
る
考
え
方
や
戦
略
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
で
示
し
て
き
た
が
、
持
続
可
能
な
開
発
を
目
指
す
有
効
な
観

光
モ
デ
ル
を
設
計
す
る
上
で
、
日
本
で
の
展
望
を
も
た
ら
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

◆
訂
正
と
お
詫
び

お
茶
と
観
光
「
観
光
に
お
け
る
茶
文
化
の
商
品
化
」
の
９
月
号
、
10
月
号
、
11
月
号
の
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
通
り
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
「
７
章　

茶
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
ケ
ー
ス
」

10
月
「
７
章　

茶
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
： 

日
本
の
宇
治
の
ケ
ー
ス
」

11
月
「
７
章　

茶
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
中
国
、韓
国
、日
本
の
世
界
農
業
遺
産
の
ケ
ー
ス
」


